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― 災害に備えて ―野木町の 防災 Vol.21

問総務課　撒（57）4112

■分散避難の検討（感染症対策）

　昨年の１０月には、令和元年東日本台風（台風第１９号）が発生したことにより、本町においても思川の

水位が上昇し、氾濫のおそれがあるため、友沼区の一部、松原区の一部、丸林西区の一部、新橋区全域、

野渡区全域に避難情報が発令されました。

　今年は、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、災害時の避難の際には、感染症対策を講じる必要

があります。

　「避難」とは、「難」を「避」けることであり、新型コロナウイルス感染症に感染するリスクを少しで

も減らすため、避難所以外への避難も検討しておきましょう。

 （避難場所の選択例）
 　・安全な親戚宅、友人宅等への避難

　 ・洪水ハザードマップを確認したうえでの垂直避難（在宅避難）

　 ・安全な場所での車両避難（車中泊）

 　・安全なホテル、宿泊施設等への避難

 　・指定避難所への避難　

■備蓄品の準備
　感染症対策として、マスク、体温計、ウェットティッシュ、石鹸、ごみ袋、ビニール手袋、アルコー

ル消毒液、食料、常備薬などを準備しましょう。特に、垂直避難（在宅避難）を行う場合には、１週間程

度の食料の備蓄が必要になります。

防災行政無線テレホンサービス（自動音声応答装置）

0180（99）2121
　

上記の番号にお電話いただくと、防災行政無線の放送内容を音声メッセージで確認できます。

■情報収集
　災害時に必要な情報はテレビ、ラジオ、町の広報（ホームページ、防災メール、防災行政無線）等で

確認することができます。自分にあった情報の入手方法を選んで用意しておきましょう。災害時には人

づてに誤った情報が流れることがありますので、出所がわからない情報に惑わされないようにしましょ

う。

　各指定避難所には、テレビを設置する予定です。また、気象庁が発表する気象警報・注意報は、気象

庁のホームページ等で確認することができます。
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◇野木町洪水ハザードマップ

　氾濫が発生した場合に、町民の皆様が迅速かつ安全
に避難し、自ら身を守っていただくための資料となる
ものです。昨年（平成３１年４月）に全戸配布しています。

↑こちらのＱＲコードからご覧いただけます。

■自宅の浸水の深さを確認しておきましょう
野木町洪水ハザードマップ

浸水危険区域図

※浸水危険区域のみ掲載しております。全体図は下記ＱＲコードからご覧ください。




